
国際食料農業科学研究科　農業経済学専攻

博士前期課程

教育研究上の目的
　社会科学の専門領域における知識と論理的な研究能力を修得し、食料問題・農業問題・農業環境問題等、
変化する社会・経済情勢に的確に対応できるリーダーシップを備えた人材の育成を教育研究上の目的とする。

養成する人材像
　専門領域における基礎的な学力を有し、専門家として社会で活躍することに強い意欲を持つ者の受け入
れ、農業及び食料、農業環境の諸分野において、経済・経営・社会・地理等の社会科学の多面的な知識をもち、
変化する社会・経済情勢に的確に対応できる分析能力と論理的思考能力を有する研究者および高度な専門
家となる人材養成する。

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
　農業経済学専攻博士前期課程は、農業経済学及び関連社会科学分野において、変化する社会・経済情勢
に的確に対応のできる分析能力を有し、農業及び関連産業と社会の発展に資する人材を輩出するため、所
定の修了要件を満たし、以下の能力を備えた学生に修士の学位を授与します。
① 農業経済学の食料、農業、環境にかかわる確かな知識を有している。
②  食料問題・農業問題・農業環境問題等、変化する社会・経済情勢に的確に対応できるリーダーシップを
備えている。

③ 食料問題・農業問題・農業環境問題等に関する分析能力と論理的思考能力を有している。
④ 社会科学の視点から倫理を理解し、社会の諸問題を解決する意欲と能力を有している。

履修方法
　必修科目 17 単位、選択必修科目 4 単位（特論科目の中から研究領域に関係の深い科目を 4 単位）、選択
科目 9単位以上の合計 30 単位以上を修得すること。

科目
区分 科目コード 科　　目　　名 単位 配当

年次
必修
選択 教職 担　　当　　教　　員

専
攻
科
目

基
礎
科
目

MS72303 農 業 法 Ⅰ 2 1前 選 選 　 光　吉　　　一　 非常勤講師
MS72304 農 業 法 Ⅱ 2 1後 選 選 　 佐　藤　速　水　 非常勤講師
MS72305 社 会 統 計 学 2 1後 選 　　博士（経済学） 中　村　哲　也　 非常勤講師
MS72306 計 量 経 済 学 2 1前 選 　　博士（農学）岡　村　伊　織　 非常勤講師

博士前期課程
記号・略称はp.26、研究科共通科目はp.27を参照してください。
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科目
区分 科目コード 科　　目　　名 単位 配当

年次
必修
選択 教職 担　　当　　教　　員

専　

攻　

科　

目

特　

論　

科　

目

MS72501 農業経済学特論Ⅰ 2 1前 選必 選 ◎　博士（農学）　高梨子　文　恵　 教授
MS72502 農業経済学特論Ⅱ 2 1後 選必 選 ◎　博士（農学）　堀　部　　　篤　 教授

◎　博士（農学）　吉　野　馨　子　 教授
○　博士（学術）　竹　内　重　吉　 准教授

MS72507 フードシステム学特論Ⅰ 2 1前 選必 選 ◎　博士（農学）　大　浦　裕　二　 教授
MS72508 フードシステム学特論Ⅱ 2 1後 選必 選 ◎　博士（農業経済学） 　高　柳　長　直　 教授

◎　博士（農業経済学） 　野　口　敬　夫　 教授
◎　博士（経済学） 　藤　森　裕　美　 教授
○　博士（農学）　菊　島　良　介　 准教授

MS72509 食料環境経済学特論Ⅰ 2 1前 選必 選 ◎　博士（農学）　金　田　憲　和　 教授
MS72510 食料環境経済学特論Ⅱ 2 1後 選必 選 ◎　博士（SDM学） 　佐　藤　みずほ　 教授

◎　博士（農学）　田　中　裕　人　 教授
◎　博士（農業経済学） 　寺　内　光　宏　 教授
○　博士（農学）　野々村　真　希　 准教授

研　

究　

科　

目

MS72101 農業経済学特別演習Ⅰ 4 1前 必 必 ◎　博士（農学）　大　浦　裕　二　 教授
MS72102 農業経済学特別演習Ⅱ 4 1後 必 必 ◎　博士（農学）　金　田　憲　和　 教授
MS72103 農業経済学特別演習Ⅲ 4 2前 必 必 ◎　博士（SDM学） 　佐　藤　みずほ　 教授
MS72104 農業経済学特別演習Ⅳ 4 2後 必 必 ◎　博士（農学）　高梨子　文　恵　 教授

◎　博士（農業経済学） 　高　柳　長　直　 教授
◎　博士（農学）　田　中　裕　人　 教授
◎　博士（農業経済学） 　寺　内　光　宏　 教授
◎　博士（農業経済学） 　野　口　敬　夫　 教授
◎　博士（経済学） 　藤　森　裕　美　 教授
◎　博士（農学）　堀　部　　　篤　 教授
◎　博士（農学）　吉　野　馨　子　 教授
○　博士（農学）　菊　島　良　介　 准教授
○　博士（学術） 　竹　内　重　吉　 准教授
○　博士（農学） 　野々村　真　希　 准教授

※

※（SDM学）システムデザイン・マネジメント学
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科目
区分 科目コード 科　　目　　名 単位 配当

年次
必修
選択 担　　当　　教　　員

専　

攻　

科　

目

基　

礎　

科　

目

DS72301 フィールド調査 2 1後 選 ◎　博士（農学）大　浦　裕　二　 教授
◎　博士（農学）金　田　憲　和　 教授
◎　博士（SDM学） 佐　藤　みずほ　 教授
◎　博士（農学）高梨子　文　恵　 教授
◎　博士（農業経済学） 高　柳　長　直　 教授
◎　博士（農学）田　中　裕　人　 教授
◎　博士（農業経済学） 寺　内　光　宏　 教授
◎　博士（農業経済学） 野　口　敬　夫　 教授
◎　博士（経済学） 藤　森　裕　美　 教授
◎　博士（農学）堀　部　　　篤　 教授
◎　博士（農学）吉　野　馨　子　 教授

博士後期課程
記号・略称はp.26、研究科共通科目はp.27を参照してください。

博士後期課程

教育研究上の目的
　社会科学の専門領域における国際的かつ高度な学術研究能力を修得し、その研究成果と知見を食料問題・
農業問題・農業環境問題等、変化する社会・経済情勢に的確に対応して活かせる能力を修得させることを
教育研究上の目的とする。

養成する人材像
　農業及び食料、農業環境の諸分野において、社会科学の多面的な知識に加え、特定の専門領域に関して
高度な知識を持ち、複雑な社会・経済情勢に的確かつ体系的に情報を整理する能力と論理的思考能力を有
する自立した研究者、または高度専門職業人となる人材を養成する。

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
　農業経済学専攻博士後期課程は、農業経済学及び関連社会科学分野において、複雑な社会・経済情勢の
中から的確かつ体系的に情報を整理する能力と論理的思考能力を有し、国際社会に貢献できる人材を輩出
するため、所定の修了要件を満たし、以下の能力を備えた学生に博士の学位を授与します。
① 農業経済学を含む社会科学の多面的知識、特定領域の高度な知識を有している。
② 体系的に情報を整理し、論理的思考に基づく国際的かつ高度な学術研究能力を有している。
③  研究成果と知見を食料問題・農業問題・農業環境問題等、変化する社会・経済情勢に的確に対応して活
かせる能力を有している。

④ 社会科学の視点から倫理を理解し、社会の諸問題を広い視野から解決できる能力を有している。

履修方法
　必修科目 12 単位、選択必修科目 2 単位（特論科目の中から主たる研究領域を選択）、選択 4 単位の合計
18 単位以上を修得すること。
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科目
区分 科目コード 科　　目　　名 単位 配当

年次
必修
選択 担　　当　　教　　員

専　

攻　

科　

目

基　

礎　

科　

目

DS72302 研究発表手法論 2 1後 選 ◎　博士（農学）大　浦　裕　二　 教授
◎　博士（農学）金　田　憲　和　 教授
◎　博士（SDM学） 佐　藤　みずほ　 教授
◎　博士（農学）高梨子　文　恵　 教授
◎　博士（農業経済学） 高　柳　長　直　 教授
◎　博士（農学）田　中　裕　人　 教授
◎　博士（農業経済学） 寺　内　光　宏　 教授
◎　博士（農業経済学） 野　口　敬　夫　 教授
◎　博士（経済学） 藤　森　裕　美　 教授
◎　博士（農学）堀　部　　　篤　 教授
◎　博士（農学）吉　野　馨　子　 教授

特　

論　

科　

目

DS72501 農業経済学後期特論 2 1前 選必 ◎　博士（農学） 高梨子　文　恵　 教授
◎　博士（農学）堀　部　　　篤　 教授
◎　博士（農学）吉　野　馨　子　 教授

DS72504 フードシステム学後期特論 2 1前 選必 ◎　博士（農学） 大　浦　裕　二　 教授
◎　博士（農業経済学） 高　柳　長　直　 教授
◎　博士（農業経済学） 野　口　敬　夫　 教授
◎　博士（経済学） 藤　森　裕　美　 教授

DS72505 食料環境経済学後期特論 2 1前 選必 ◎　博士（農学） 金　田　憲　和　 教授
◎　博士（SDM学） 佐　藤　みずほ　 教授
◎　博士（農学）田　中　裕　人　 教授
◎　博士（農業経済学） 寺　内　光　宏　 教授

研　

究　

指　

導　

科　

目

DS72101 特別研究指導Ⅰ 4 1通 必 ◎　博士（農学）大　浦　裕　二　 教授
DS72102 特別研究指導Ⅱ 4 2通 必 ◎　博士（農学）金　田　憲　和　 教授
DS72103 特別研究指導Ⅲ 4 3通 必 ◎　博士（SDM学） 佐　藤　みずほ　 教授

◎　博士（農学）高梨子　文　恵　 教授
◎　博士（農業経済学） 高　柳　長　直　 教授
◎　博士（農学）田　中　裕　人　 教授
◎　博士（農業経済学） 寺　内　光　宏　 教授
◎　博士（農業経済学） 野　口　敬　夫　 教授
◎　博士（経済学） 藤　森　裕　美　 教授
◎　博士（農学）堀　部　　　篤　 教授
◎　博士（農学）吉　野　馨　子　 教授
○　博士（農学）菊　島　良　介　 准教授
○　博士（農学）野々村　真　希　 准教授
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国際食料農業科学研究科　国際アグリビジネス学専攻

博士前期課程

教育研究上の目的
　国内外におけるアグリビジネスの持続的発展に貢献できる人材を養成するため、高度な専門知識と問題
発見・解決能力、国際社会で活躍できるための言語能力等を修得させ、また問題解決に向けた計画立案・
遂行能力を修得させることを教育研究上の目的とする。

養成する人材像
　食・農・環境にかかわるビジネス（アグリビジネス）に関心と基礎知識のある者を受け入れ、実践的な
教育研究を行うことによって、アグリビジネスに関する高度な専門知識と研究能力、国際的視野に立った
専門家として研究・民間・行政の各分野においてアグリビジネスの持続的発展に貢献できる人材を養成する。

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
　国際アグリビジネス学専攻博士前期課程では、アグリビジネス学分野において、国内外の農業の持続的
発展に寄与する専門家を輩出するため、所定の修了要件を満たし、以下の能力を備えた学生に修士の学位
を授与します。
① アグリビジネス分野における高度な専門知識と問題発見・解決能力を有している。
② 現場での問題解決に向けた計画立案・遂行能力を有している。
③ アグリビジネスに必要な言語能力・倫理観を備えている。

履修方法
　必修科目 21 単位、選択必修科目 4 単位以上（特論科目の中から主たる研究領域を選択）、選択科目 5 単
位以上の合計 30 単位以上を修得すること。

科目
区分 科目コード 科　　目　　名 単位 配当年次

必修
選択 教職 担　　当　　教　　員

専　

攻　

科　

目

基　

礎　

科　

目

MS73201 論 文 英語Ⅰ＊ 2 1前 必 ◎　博士（国際バイオビジネス学） 下　口　ニ　ナ　 教授
MS73202 論 文 英語Ⅱ＊ 2 1後 必 　 　 
MS73301 農業ビジネス経営学特講＊ 2 1前 選 選 ◎　博士（農学） 鈴　村　源太郎　 教授

◎　博士（国際バイオビジネス学） 山　田　崇　裕　 教授
　　博士（農業経済学） 木　原　高　治　 教授

MS73302 国際農業経営分析論特講＊ 2 1後 選 ◎　博士（農学） 内　山　智　裕　 教授
◎　博士（国際バイオビジネス学） 寺　野　梨　香　 教授
　 井　形　雅　代　 准教授

MS73303 国際農業経営戦略分析手法＊ 2 1前 選 ◎　博士（農学） 伊　藤　房　雄　 教授
◎　博士（農学） 渋　谷　往　男　 教授
○　博士（国際バイオビジネス学） 犬　田　　　剛　 准教授

MS73304 国際農業経営情報特講＊ 2 1前 選 選 ◎　博士（国際バイオビジネス学） 下　口　ニ　ナ　 教授
◎　博士（工学） 畑　中　勝　守　 教授
○　博士（学術） Saville Ramadhona　 准教授

MS73305 国際農業マーケティング特講＊ 2 1後 選 選 ◎　博士（農学） 茂　野　隆　一　 教授
○　博士（国際バイオビジネス学） 半　杭　真　一　 教授
　　博士（農学） 金　　　東　律　 助教

博士前期課程
記号・略称はp.26、研究科共通科目はp.27を参照してください。
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科目
区分 科目コード 科　　目　　名 単位 配当年次

必修
選択 教職 担　　当　　教　　員

専　

攻　

科　

目

特　

論　

科　

目

MS73501 国際農業経営組織学特論Ⅰ＊ 2 1前 選必 選 ◎　博士（農学） 鈴　村　源太郎　 教授
MS73502 国際農業経営組織学特論Ⅱ＊ 2 1後 選必 選 ◎　博士（国際バイオビジネス学） 山　田　崇　裕　 教授
MS73503 国際農業経営管理学特論Ⅰ＊ 2 1前 選必 選 ◎　博士（農学） 内　山　智　裕　 教授
MS73504 国際農業経営管理学特論Ⅱ＊ 2 1後 選必 選 ◎　博士（国際バイオビジネス学） 下　口　ニ　ナ　 教授

◎　博士（国際バイオビジネス学） 寺　野　梨　香　 教授
◎　博士（工学） 畑　中　勝　守　 教授

MS73505 国際農業経営戦略特論Ⅰ＊ 2 1前 選必 選 ◎　博士（農学） 伊　藤　房　雄　 教授
MS73506 国際農業経営戦略特論Ⅱ＊ 2 1後 選必 選 ◎　博士（農学） 茂　野　隆　一　 教授

◎　博士（農学） 渋　谷　往　男　 教授

研　

究　

科　

目

MS73101 国際アグリビジネス学特別演習Ⅰ＊ 4 1前 必 必 ◎　博士（農学） 伊　藤　房　雄　 教授
MS73102 国際アグリビジネス学特別演習Ⅱ＊ 4 1後 必 必 ◎　博士（農学） 内　山　智　裕　 教授
MS73103 国際アグリビジネス学特別演習Ⅲ＊ 4 2前 必 必 ◎　博士（農学） 茂　野　隆　一　 教授
MS73104 国際アグリビジネス学特別演習Ⅳ＊ 4 2後 必 必 ◎　博士（農学） 渋　谷　往　男　 教授

◎　博士（国際バイオビジネス学） 下　口　ニ　ナ　 教授
◎　博士（農学） 鈴　村　源太郎　 教授
◎　博士（国際バイオビジネス学） 寺　野　梨　香　 教授
◎　博士（工学） 畑　中　勝　守　 教授
◎　博士（国際バイオビジネス学） 山　田　崇　裕　 教授
○　博士（国際バイオビジネス学） 半　杭　真　一　 教授
○　博士（国際バイオビジネス学） 犬　田　　　剛　 准教授
○　博士（学術） Saville Ramadhona　 准教授

博士後期課程

教育研究上の目的
　アグリビジネスの持続的発展に貢献できる人材を養成するため、高度な専門知識、優れた研究遂行能力、
国際舞台で活躍できる言語能力と自立した学術研究能力を修得させることを教育研究上の目的とする。

養成する人材像
　人類の生存に最も重要な食・農・環境にかかわるビジネス（アグリビジネス）を対象とし、国際化や技
術革新、消費者志向の多様化などの変化に直面しているビジネスの実態を分析するとともに、高度な専門
知識と言語能力、主体的な研究遂行能力によって新たな理論構築に貢献するなど、アグリビジネスの持続
的発展に寄与する学術研究者など高度専門職業人となる人材を養成する。

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
　国際アグリビジネス学専攻博士後期課程では、アグリビジネス学分野において、国内外の農業の持続的
発展に寄与する研究者等の人材を輩出するため、所定の修了要件を満たし、以下の能力を備えた学生に博
士の学位を授与します。
① アグリビジネス分野における高度な専門知識と優れた研究遂行能力を有している。
② アグリビジネス分野における問題解決のための自立した学術研究能力を有している。
③ 国際舞台で活躍できる言語能力・倫理観を備えている。

履修方法
　必修科目 16 単位、選択必修科目 2 単位（特論科目の中から主たる研究領域を選択）の合計 18 単位以上
を修得すること。
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科目
区分 科目コード 科　　目　　名 単位 配当

年次
必修
選択 担　　当　　教　　員

専　

攻　

科　

目

基
礎
科
目

DS73201 上級論文英語Ⅰ＊ 2 1前 必 ◎　博士（国際バイオビジネス学） 下　口　ニ　ナ　 教授
DS73202 上級論文英語Ⅱ＊ 2 1後 必
DS73301 国際農業経営情報後期特講＊ 2 1後 選 ◎　博士（国際バイオビジネス学） 下　口　ニ　ナ　 教授

◎　博士（工学） 畑　中　勝　守　 教授
DS73302 国際農業マーケティング後期特講＊ 2 1前 選 ◎　博士（農学） 茂　野　隆　一　 教授

特　

論　

科　

目

DS73501 国際農業経営組織学後期特論＊ 2 1前 選必 ◎　博士（農学） 鈴　村　源太郎　 教授
◎　博士（国際バイオビジネス学） 山　田　崇　裕　 教授

DS73502 国際農業経営管理学後期特論＊ 2 1前 選必 ◎　博士（農学） 内　山　智　裕　 教授
◎　博士（国際バイオビジネス学） 下　口　ニ　ナ　 教授
◎　博士（国際バイオビジネス学） 寺　野　梨　香　 教授
◎　博士（工学） 畑　中　勝　守　 教授

DS73503 国際農業経営戦略後期特論＊ 2 1前 選必 ◎　博士（農学） 伊　藤　房　雄　 教授
◎　博士（農学） 茂　野　隆　一　 教授
◎　博士（農学） 渋　谷　往　男　 教授

研　

究　

指　

導　

科　

目

DS73101 特別研究指導Ⅰ＊ 4 1通 必 ◎　博士（農学） 伊　藤　房　雄　 教授
DS73102 特別研究指導Ⅱ＊ 4 2通 必 ◎　博士（農学） 内　山　智　裕　 教授
DS73103 特別研究指導Ⅲ＊ 4 3通 必 ◎　博士（農学） 茂　野　隆　一　 教授

◎　博士（農学） 渋　谷　往　男　 教授
◎　博士（国際バイオビジネス学） 下　口　ニ　ナ　 教授
◎　博士（農学） 鈴　村　源太郎　 教授
◎　博士（国際バイオビジネス学） 寺　野　梨　香　 教授
◎　博士（工学） 畑　中　勝　守　 教授
◎　博士（国際バイオビジネス学） 山　田　崇　裕　 教授
○　博士（国際バイオビジネス学） 半　杭　真　一　 教授
○　博士（国際バイオビジネス学） 犬　田　　　剛　 准教授
○　博士（学術） Saville Ramadhona　 准教授

博士後期課程
記号・略称はp.26、研究科共通科目はp.27を参照してください。
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国際食料農業科学研究科　国際食農科学専攻

博士前期課程

教育研究上の目的
　「実学主義」の理念を基に国内外の食と農に関わる課題に対して、農産物の生産と品質の向上、食品の機
能性・加工にかかわる自然科学と、食および農における政策や教育にかかわる社会科学の両面からのアプ
ローチにより専門的に解析し、総合的に解決の方向性を導きだす能力を修得させることを教育研究上の目
的とする。

養成する人材像
　食農技術と食農経済の２つの領域の相互関係を一つの学術体系として捉えた観点からの研究課題を対象
とする。この研究課題に対して、自然科学・社会科学の両面から高度な知識と技術を修得できる教育研究
体制のもと、国内外に存在する食と農に関する課題を解決に導く実践力と論理的思考能力を備えた研究者・
高度専門家・教育者となる人材を養成する。

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
　国際食農科学専攻博士前期課程は、食農技術と食農経済にわたる学問領域からのアプローチにより、国
内外の食農資源の新たな価値創造に寄与する国際的な人材を輩出するため、所定の修了要件を満たし、以
下の能力を備えた学生に修士の学位を授与します。
①  「農業生産」、「食品科学」、「食農政策」、「食農教育」などの自然科学・社会科学にわたる国際食農科学
の確かな知識と技術を有している。

② 国際食農科学において、研究者、高度専門家、教育者として活動し得る能力を有している。
③ 国際食農科学にかかわる研究を遂行する能力を有している。
④ 専門性を活かし、国内外における食や農にかかわる諸問題を解決する能力を有している。

履修方法
　必修科目 5単位、選択必修科目 20 単位（特論科目の中から主たる研究領域 4単位を選択、研究科目から
主たる分野 16 単位を選択）、選択科目 5単位以上の合計 30 単位以上を修得すること。

科目
区分 科目コード 科　　目　　名 単位 配当

年次
必修
選択 教職 担　　当　　教　　員

専　

攻　

科　

目

基　

礎　

科　

目

MS74301 論 文 英 語 2 1前 選 ◎　博士（農業経済学） 大久保　研　治　 教授
◎　Ph.D. 篠　原　　　卓　 教授
◎　博士（農学）宮　浦　理　恵　 教授
〇　博士（農学）間　合　絵　里　 准教授

MS74302 プレゼンテーション法 2 1前 選 〇　博士（応用生命科学） 谷　岡　由　梨　 准教授
〇　博士（農業経済学） 原　　　温　久　 准教授
〇　博士（農業経済学） 望　月　洋　孝　 准教授

MS74201 食 農 技 術 学 2 1前 必 必 ◎　博士（身体教育科学） 上　岡　洋　晴　 教授
◎　Ph.D. 篠　原　　　卓　 教授
◎　博士（農学）宮　浦　理　恵　 教授
◎　博士（農芸化学） 山　内　　　淳　 教授
〇　博士（応用生命科学） 谷　岡　由　梨　 准教授
〇　博士（農学） 間　合　絵　里　 准教授

博士前期課程
記号・略称はp.26、研究科共通科目はp.27を参照してください。
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科目
区分 科目コード 科　　目　　名 単位 配当

年次
必修
選択 教職 担　　当　　教　　員

専　

攻　

科　

目

基　

礎　

科　

目

MS74202 食 農 経 済 学 2 1前 必 必 ◎　博士（農業経済学） 大久保　研　治　 教授
◎　博士（農業経済学） 上　岡　美　保　 教授
◎　博士（農学）原　　　珠　里　 教授
〇　博士（農業経済学） 原　　　温　久　 准教授
〇　博士（農業経済学） 望　月　洋　孝　 准教授

五　條　満　義　 准教授

特　

論　

科　

目

MS74501 植物生産学特論Ⅰ 2 1前 選必 選 ◎　Ph.D. 篠　原　　　卓　 教授
MS74502 植物生産学特論Ⅱ 2 1後 選必 選 ◎　博士（農学）宮　浦　理　恵　 教授

〇　博士（農学）間　合　絵　里　 准教授
MS74503 食環境科学特論Ⅰ 2 1前 選必 選 ◎　博士（身体教育科学） 上　岡　洋　晴　 教授
MS74504 食環境科学特論Ⅱ 2 1後 選必 選 ◎　博士（農芸化学） 山　内　　　淳　 教授

〇　博士（応用生命科学） 谷　岡　由　梨　 准教授
MS74505 食農政策特論Ⅰ 2 1前 選必 選 ◎　博士（農学）原　　　珠　里　 教授
MS74506 食農政策特論Ⅱ 2 1後 選必 選 〇　博士（農業経済学） 原　　　温　久　 准教授
MS74507 食農教育特論Ⅰ 2 1前 選必 選 ◎　博士（農業経済学） 大久保　研　治　 教授
MS74508 食農教育特論Ⅱ 2 1後 選必 選 ◎　博士（農業経済学） 上　岡　美　保　 教授

研　

究　

科　

目

食
農
技
術
学
分
野

MS74101 食農技術学特別演習Ⅰ 2 1前 選必 選 ◎　博士（身体教育科学） 上　岡　洋　晴　 教授
MS74102 食農技術学特別演習Ⅱ 2 1後 選必 選 ◎　Ph.D. 篠　原　　　卓　 教授
MS74103 食農技術学特別演習Ⅲ 2 2前 選必 選 ◎　博士（農学）宮　浦　理　恵　 教授
MS74104 食農技術学特別演習Ⅳ 2 2後 選必 選 ◎　博士（農芸化学） 山　内　　　淳　 教授
MS74105 食農技術学特別実験Ⅰ 2 1前 選必 選 〇　博士（応用生命科学） 谷　岡　由　梨　 准教授
MS74106 食農技術学特別実験Ⅱ 2 1後 選必 選 〇　博士（農学）間　合　絵　里　 准教授
MS74107 食農技術学特別実験Ⅲ 2 2前 選必 選
MS74108 食農技術学特別実験Ⅳ 2 2後 選必 選 　 　 

食
農
経
済
学
分
野

MS74121 食農経済学特別演習Ⅰ 4 1前 選必 選 ◎　博士（農業経済学） 大久保　研　治　 教授
MS74122 食農経済学特別演習Ⅱ 4 1後 選必 選 ◎　博士（農業経済学） 上　岡　美　保　 教授
MS74123 食農経済学特別演習Ⅲ 4 2前 選必 選 ◎　博士（農学）原　　　珠　里　 教授
MS74124 食農経済学特別演習Ⅳ 4 2後 選必 選 〇　博士（農業経済学） 原　　　温　久　 准教授

〇　博士（農業経済学） 望　月　洋　孝　 准教授

博士後期課程

教育研究上の目的
　「実学主義」の理念を基に国内外の食と農が抱える課題の解決に向けて高度な研究成果を上げ、植物生産
学、食環境科学、食農政策、食農教育といった国際食農科学分野の先導的な研究者・教育者あるいは専門
家として独立できる能力を修得させることを教育研究上の目的とする。

養成する人材像
　国際食農科学の高度な専門知識と研究遂行能力を修得できる教育研究体制のもと、国内外に存在する食
と農に関する課題を解決に導く科学的解析能力、論理的展開能力を備えた高度研究者・専門家となる人材
を養成する。

学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）
　国際食農科学専攻博士後期課程では、国内外の食と農に関する課題解決に寄与する国際的な人材を輩出
するため、所定の修了要件を満たし、以下の能力を備えた学生に博士の学位を授与します。

─ 110 ─



科目
区分 科目コード 科　　目　　名 単位 配当

年次
必修
選択 担　　当　　教　　員

専　

攻　

科　

目

基　

礎　

科　

目

DS74301 研究発表手法論 2 1後 選 ◎　博士（農業経済学） 大久保　研　治　 教授
◎　博士（農業経済学） 上　岡　美　保　 教授
◎　Ph.D. 篠　原　　　卓　 教授
◎　博士（農学）原　　　珠　里　 教授
◎　博士（農学）宮　浦　理　恵　 教授
◎　博士（農芸化学） 山　内　　　淳　 教授
〇　博士（農学）間　合　絵　里　 准教授

特　

論　

科　

目

DS74501 植物生産学後期特論 2 1前 選必 ◎　Ph.D. 篠　原　　　卓　 教授
◎　博士（農学）宮　浦　理　恵　 教授
〇　博士（農学）間　合　絵　里　 准教授

DS74502 食環境科学後期特論 2 1前 選必 ◎　博士（農芸化学） 山　内　　　淳　 教授
DS74503 食農政策後期特論 2 1前 選必 ◎　博士（農学） 原　　　珠　里　 教授
DS74504 食農教育後期特論 2 1前 選必 ◎　博士（農業経済学） 大久保　研　治　 教授

◎　博士（農業経済学） 上　岡　美　保　 教授

研　

究　

指　

導　

科　

目

DS74101 特別研究指導Ⅰ 4 1通 必 ◎　博士（農業経済学） 大久保　研　治　 教授
DS74102 特別研究指導Ⅱ 4 2通 必 ◎　博士（農業経済学） 上　岡　美　保　 教授
DS74103 特別研究指導Ⅲ 4 3通 必 ◎　Ph.D. 篠　原　　　卓　 教授

◎　博士（農学）原　　　珠　里　 教授
◎　博士（農学）宮　浦　理　恵　 教授
◎　博士（農芸化学） 山　内　　　淳　 教授
〇　博士（農業経済学） 原　　　温　久　 准教授
〇　博士（農学）間　合　絵　里　 准教授
〇　博士（農業経済学） 望　月　洋　孝　 准教授

博士後期課程
記号・略称はp.26、研究科共通科目はp.27を参照してください。

① 国際食農科学の専門的な知識と技術を修得している。
② 国際食農科学において、高度研究者、専門家、教育者として活動し得る高い能力を習得している。
③ 国際食農科学にかかわる研究を遂行する高度な論理的展開能力を修得している。
④  専門性を活かし、国内外における食や農にかかわる諸問題を解決する高度な科学的解析能力を身につけ
ている。

履修方法
　必修科目 12 単位、選択必修科目 2 単位（特論科目の中から主たる研究領域を選択），選択科目 4 単位の
合計 18 単位以上を修得すること。
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